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１ 本県の認知症サポーターの養成状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

年 度 H18 年度 H19 年度 H20 年度 H21 年度 

単年度 2,682 人 2,904 人 17,697 人 36,102 人 

累計 2,682 人 5,586 人 23,283 人 59,385 人 

※ 数値は、全国キャラバン・メイト連絡協議会の公表値（以下同じ。） 

※ 平成 22 年３月末の全国の認知症サポーター数 1,662,190 人 

  

２ 認知症サポーター等の都道府県別人口の上位の都道府県 

時点 １位 ２位 ３位 ４位 ５位 ６位 平 均

熊本県 岩手県 滋賀県 富山県 福井県 鳥取県 ― H22.3 

3.278% 3.173% 3.059% 2.477% 2.474% 2.280% 1.225%

岩手県 滋賀県 福井県 愛媛県 富山県 熊本県 ― H21.3 

2.381% 2.192% 1.935% 1.400% 1.329% 1.285% 0.680%

 ※人口比率＝〔サポーター数＋キャラバン・メイト数（サポーターの講師）〕÷人口 

報道資料 

 認知症の正しい理解の促進のため、県・市町村、関係団体が一体となって、

積極的に認知症サポーターの養成を進めてきました。特に、蒲島知事が平成

20 年８月に都道府県知事として全国で初めてのサポーターとなって以来、そ

の養成の輪が飛躍的に広がり、ついに、サポーター養成数の都道府県別人口に

占める割合が、平成２２年３月末現在で全国１位となりました。 

今後も、「県人口に占める比率 日本一」を維持できるよう、平成 23 年度末

までに、サポーター数 10 万人を目標に、更にサポーターの養成を進めていき

ます。また、養成したサポーターの積極的な活用に向け、検討を進めます。 

認知症サポーター等の県人口に占める割合が

ついに日本一となりました。 
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裏面あり  



・ これまでの本県の人口比率の順位の推移 

H20.8（知事サポーター養成講座受講時）：23 位 

H21.3：6 位、H21.9：4 位、H21.12：2 位 

・ 県内の認知症サポーター等の人口比率が上位５市町村 

①山都町(11.576%)、②山鹿市(10.233%)、③御船町(8.624%)、④美里町（6.823%）、

⑤菊池市(5.319%)。 

 

 

 
 

 
 
 
 
  

 

長寿社会局 

認知症対策・地域ケア推進課 

認知症対策班 野尾（のお） 
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